
2024年５月18日（土）に行われた京都社会福祉会館の開館記念
式典、にじの子どもたちが登壇し、にじの紹介と手話レクチャー
をしました。

P３に関連記事が
あります

　７月１日社会福祉法人京都紫明福祉会が運営する「ここリンク山城」（就労継続支援Ｂ型事
業所）が京田辺市内にオープンしました。これまで「さんさん山城」として行ってきた事業
を新たな枠組みで行うものです。当法人としては聴覚障害者のための相談、生産品の販売連
携、職員やボランティアの交流など、連携しながら共に歩みます。
　今後とも、お力添えよろしくお願い申し上げます。

お知らせ
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京都府
聴言センター

舞
鶴
市
聴
覚
言
語
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
聴
言
セ
ン

タ
ー
」）
と
、
舞
鶴
市
聴
覚
言
語

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
る
の
会
」（
以
下
、「
地
活
セ

ン
タ
ー
」）
は
、
２
０
２
４
年
４

月
に
中
総
合
会
館
内
の
３
階
に
引

越
し
ま
し
た
。

四
団
体
の

　
　
要
望
活
動

　
以
前
か
ら
舞
鶴
セ
ン
タ
ー
で

は
、
建
物
の
老
朽
化
（
屋
外
非
常

階
段
の
劣
化
・
建
物
へ
の
ヒ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
の
故
障
・
扉
が
閉
ま
ら

な
い
等
）の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
年
、
聴
覚
障
害
者
関
係
団
体

の
四
団
体
（
府
聴
障
協
舞
鶴
支

部
・
府
中
失
難
協
舞
鶴
支
部
・
舞

鶴
手
話
サ
ー
ク
ル
「
つ
た
の
会
」・

舞
鶴
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
み
み

か
き
」）
が
、
舞
鶴
市
に
対
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
く
安
全
に
過
ご

せ
る
居
場
所
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー

の
拡
充
・
移
転
を
求
め
る
統
一
要

望
書
を
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
要
望
が
具
体
化
し
た
の
は

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
で
、
四
団
体

の
要
望
活
動
や
、
セ
ン
タ
ー
老
朽

化
の
現
状
か
ら
、
移
転
し
た
ほ
う

が
、
セ
ン
タ
ー
が
よ
り
機
能
的
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

相
談
が
よ
り

　
　
　
気
軽
に

　
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
は
、
１

階
に
聴
言
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が

あ
り
、
３
階
で
地
活
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
さ

ん
が
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
、
１
階

ま
で
下
り
て
き
て
い
た
だ
い
て
お

話
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
以
降
は
、
部
屋
が
隣
に
位

置
し
て
お
り
、
地
活
セ
ン
タ
ー
の

休
憩
中
な
ど
に
、
気
軽
に
相
談
が

で
き
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

「
建
物
も
フ
ロ
ア
ー
も
き
れ
い
に

な
っ
て
嬉
し
い
わ
ぁ
」「
隣
に
聴

言
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
で
、
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
な
ぁ
」
と
、
新

し
い
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
た
利
用

者
さ
ん
も
、
明
る
い
表
情
で
語
ら

れ
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い

　
さ
ら
に
、
中
総
合
会
館
内
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
所

も
あ
り
、
一
般
の
来
館
者
も
多
く

来
ら
れ
ま
す
。
聴
言
セ
ン
タ
ー
や

地
活
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
等
を

見
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
、

「
手
話
コ
ミ
条
例
」
の
周
知
、
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
な
ど
、
聴
覚

障
害
に
関
す
る
理
解
推
進
が
期
待

で
き
ま
す
。

地
活
セ
ン
タ
ー
の

再
開

　
地
活
セ
ン
タ
ー
の
開
所
日
は
、

月
・
火
・
木
曜
日
の
週
３
回
で

す
。
利
用
者
の
方
々
の
多
く
は
、

昼
食
の
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、
聴

言
セ
ン
タ
ー
に
、
通
訳
の
依
頼
、

困
り
ご
と
や
生
活
の
こ
と
等
相
談

に
来
ら
れ
ま
す
。

　
あ
る
日
、
話
を
聴
い
て
ほ
し
い

と
来
ら
れ
た
Ａ
さ
ん
は
、
難
聴
で

時
々
耳
な
り
が
す
る
と
言
わ
れ
る

方
で
す
。
家
族
や
自
分
の
こ
と
な

ど
、
不
安
や
困
り
ご
と
を
話
さ
れ

た
Ａ
さ
ん
は
、「
聞
い
て
も
ら
っ

て
、
気
持
ち
が
と
て
も
楽
に
な
り

ま
し
た
」
と
柔
ら
か
な
表
情
で
戻

ら
れ
ま
し
た
。

人
と
人
が
つ
な
が
り

あ
え
る
セ
ン
タ
ー
へ

　
２
０
０
１
年
に
開
所
し
た
舞
鶴

市
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
も
23
年
目
を
迎
え
ま
す
。
利

用
者
の
方
々
も
セ
ン
タ
ー
と
共
に

歩
み
を
重
ね
ら
れ
、
年
齢
と
共
に

体
調
の
不
安
を
気
に
さ
れ
る
方
も

増
え
ま
し
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
方
も
増
え
、
支

援
内
容
の
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、

先
人
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
こ
の

移
転
を
新
た
な
一
歩
と
し
て
、
人

と
人
が
つ
な
が
り
あ
え
る
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

（
北
部
市
町
村
支
援
部

河
地
　
徹
）

地活の創作活動・花作り「あさがお」「あじさい」

手話を使って挨拶！

舞鶴市聴覚言語障害者支援センター

新しい居場所
　気持ちも新たに明るい未来へ
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京都市
聴言センター

大大
妙妙 法法

所
日
数
が
減
っ
た
児
童
も
お
ら
れ

る
一
方
、
中
高
生
以
上
の
利
用
は

増
加
し
、
困
っ
た
こ
と
や
、
お
互

い
の
学
校
の
様
子
を
聞
き
合
う
な

ど
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
年
目
を
迎
え
、
６
月
か

ら
卒
業
生
が
、「
に
じ
」
臨
時
職

員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
後
輩

た
ち
の
良
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
っ
て
、
卒
業
し
た
ら
「
に
じ
」

で
仕
事
を
す
る
よ
う
な
流
れ
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
き
こ
え
に
理
解
の
あ
る
職
員
や
、

お
な
じ
障
害
の
友
だ
ち
や
先
輩
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
自
己
表
現
で
き
、

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
場
所
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
に
じ
」
は
そ
ん

な
場
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
。

（
地
域
・
こ
ど
も
福
祉
部
　

竹
内
郁
海
）

ま
し
た
。
リ
レ
ー
の

ス
タ
ー
ト
時
は
笛
と

合
わ
せ
て
、
目
で
見

て
わ
か
る
よ
う
に
旗

で
知
ら
せ
る
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
工
夫
も

い
た
だ
き
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　「
に
じ
」
の
存
在

を
よ
う
や
く
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
矢
先
で
し
た

が
、
新
し
い
京
都
社

会
福
祉
会
館
の
完
成

　
京
都
聴
覚
障
害
児
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
「
に
じ
」（
以
下
、

「
に
じ
」）
が
中
京
区
の
京
都
社
会

福
祉
会
館
へ
移
転
し
、
３
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
四
条
大
宮
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど

先
に
新
設
さ
れ
た
社
会
福
祉
会
館

の
３
階
に
「
に
じ
」
は
あ
り
ま
す
。

　
　
開
所
か
ら

　
　
　
移
転
ま
で

　
２
０
１
３
年
３
月
29
日
、
二
条

城
北
側
の
旧
社
会
福
祉
会
館
の
一

室
で
「
に
じ
」
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と

様
々
な
思
い
出
を
つ
く
っ
た
場
所

で
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
、
２

０
２
０
年
に
閉
館
と
な
り
、
元
待

賢
小
学
校
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　
移
転
後
は
、
待
賢
学
区
の
自
治

会
長
さ
ん
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

か
ら
の
ご
理
解
ご
協
力
の
中
、
区

民
運
動
会
に
２
年
連
続
で
参
加
し

お出かけ前のグループ相談

に
伴
い
、
２
０
２
４
年
４
月
８
日

に
中
京
区
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　
５
月
18
日
、
京
都
社
会
福
祉
会

館
の
開
所
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
に
じ
」
の
子
ど
も
た
ち
は
、
式

典
時
に
「
手
話
レ
ク
チ
ャ
ー
を
」

と
依
頼
を
受
け
、
み
ん
な
で
舞
台

に
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
度
も
練
習
す
る
機
会
が
な
い

ま
ま
、
当
日
の
朝
を
迎
え
ま
し
た

が
、
心
配
す
る
保
護
者
や
職
員
を

よ
そ
に
「
オ
ッ
ケ
ー
！
」
と
い
う

元
気
の
よ
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

厳
粛
な
式
典
が
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
の

　
　「
に
じ
」

　
現
在
、
約
60
名
の
登
録
が
あ
り
、

京
都
市
の
他
、
長
岡
京
市
、
向
日

市
、
亀
岡
市
、
さ
ら
に
は
滋
賀
県

や
奈
良
県
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ

か
ら
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
移
転
後
は
通
う
方
法
が
変
わ
る
、

場
所
が
遠
く
な
る
な
ど
の
理
由
で
、

利
用
児
童
が
減
る
の
で
は
な
い
か

心
配
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
通

京都市聴覚言語障害センターの屋上で仲間たちと
一緒に五山の送り火を楽しんでみませんか♫

日 時 2024年８月16日（金） 　
受付開始　19:30～　終了　21:00

場 所 京都市聴覚言語障害センター　屋上

「にじ」
新
た
な
場
所
で

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

開所式典で「手話レクチャー」

五山の送り火みえるかな？五山の送り火みえるかな？
（大文字を観る会）（大文字を観る会）

※先着50名様にささやかなプレゼントをご用意。
※飲食は禁止とさせていただきます。
※ 参加者多数の場合、安全のため観覧人数の制限を
行う可能性があります。ご了承ください。
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いこいの村
聴言センター

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

梅
の
木
寮
生
活
第
２
課
で
は
、

多
く
の
綾
部
東
部
地
域
の
方

が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
同
じ
地
域
で
婦
人
会
活
動

を
し
て
い
た
」「
生
ま
れ
が

同
じ
地
域
」
と
、
顔
を
合
わ

せ
れ
ば
昔
話
に
花
が
咲
く
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
認
知
症
の
方
は
、
新
し
い

こ
と
を
覚
え
る
こ
と
は
苦
手

で
す
が
、
昔
の
こ
と
は
よ
く

覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
昔
懐

か
し
い
言
葉
や
地
名
・
家
族

の
名
前
な
ど
が
話
に
出

て
く
る
と
、
パ
ッ
と
目

が
開
き
、
一
瞬
に
し
て

昔
が
よ
み
が
え
り
、
生

き
生
き
と
お
話
が
始
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

変
化
が
刺
激
に

　
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ懐かしい話に花が咲きます

食器洗いは任せて

皆で体操中「ピンピン」

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

　
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
週
水
曜
日
の
健
康
長
寿
体

操
、
毎
月
の
手
作
り
教
室
、

華
道
教
室
、
書
道
教
室
、
季

節
ご
と
の
行
事
な
ど
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
活
動

を
行
い
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
事
に
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
す
る
た
め
に
自
治
会
活

動
（
年
輪
の
会
）
に
も
力
を

入
れ
、
計
画
段
階
か

ら
一
緒
に
行
事
を
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
皆
さ
ん
が

生
き
て
き
た
歴
史
を

大
切
に
支
援
し
、
元
気
に
自

分
ら
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て

い
き
ま
す
。

（
施
設
第
二
福
祉
部
　

　
佐
藤
　
香
）

手話劇の舞台発表や、来場されている皆さんと一緒に楽しめるイベントを計画しています。
おいしい食べ物やサークルで作成された小物などの販売もあります。
当日の準備、交通整理、入所者（利用者）のまつり
参加補助等、ボランティアも募集しています。
お子様連れのお客様も大歓迎♪
お問合せ 　いこいの村まつり担当：引原・薗田
TEL（0773）46-0101　FAX（0773）46-0610

日 時 10月19日（土）　11:00 ～ 15:00
場 所 　 いこいの村　敷地内

（京都府綾部市十倉名畑町久瀬谷２）

今年も開催!!
いこいの村まつり20242024

■駐車場多数あります。大型バスも停められます！

今年のまつりのテーマ 笑顔でるるるるぶ（集まる・しゃべる・食べる・感じる・学ぶ） PR動画も
ご覧ください

待ってるよ！

ホ
ー
ム
「
と
く
ら
の
家
」
の

閉
鎖
に
伴
い
、
８
名
の
利
用

者
が
梅
の
木
寮
に
入
所
さ
れ

数
か
月
が
た
ち
ま
す
。
変
わ

り
な
い
支
援
を
継
続
し
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

生
活
者
同
士
の
つ
な
が
り
も

で
き
、
す
っ
か
り
慣
れ
て
、

元
気
に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
の
木
寮
も
元
気
な
皆
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
、
刺

激
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
ま
す

　
梅
の
木
寮
は
、
生
活
の
場

で
す
。
沢
山
の
方
が
一
緒
に

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

人
ひ
と
り
の
生
活
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
支
援
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
と
く
ら
の
家
か
ら
来
ら
れ

た
Ｈ
さ
ん
は
、
夜
中
23
時
過

ぎ
ま
で
、
趣
味
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
ま
す
。
夜
勤
の
職

員
に
「
あ
ん
た
。
こ
れ
ど
う

い
う
こ
と
。
ど
う
い
う
意

味
」
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
翌
朝
も

し
っ
か
り
早
起
き
し
て
、
朝

か
ら
お
茶
碗
洗
い
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
Ｏ
さ
ん
は
、
日
課
の
新
聞

を
取
り
に
玄
関
へ
。
Ⅰ
さ
ん

は
、
早
起
き
が
苦
手
で
、
11

時
頃
に
起
き
ら
れ
て
、
朝
・

昼
を
兼
ね
た
食
事
が
始
ま
り

ま
す
。
Ｔ
さ
ん
は
、「
ピ
ン

ピ
ン
。
元
気
が
取
り
柄
」
と

毎
日
足
上
げ
の
体
操
を
し
て

い
ま
す
。

　「
あ
ん
た
も
し
な
い
な
。

あ
か
ん
で
。
元
気
や
な
か
っ

た
ら
」
と
周
り
の
皆
さ
ん
も

誘
っ
て
「
ピ
ン
ピ
ン
。
ピ
ン

ピ
ン
」
と
声
が
響
き
渡
る
こ

元
気
に

　

暮
ら
し
て
い
ま
す

2024年（令和６年）８月１日 4



聞こえのサロン

　
宇
治
市
聴
覚
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
そ
ら
」（
以
下
、
聴
言

「
そ
ら
」）
は
、
宇
治
市
・
宇
治
田
原

町
か
ら
の
受
託
で
聴
覚
障
害
者
に
関

す
る
生
活
相
談
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　
宇
治
田
原
町
聞
こ
え
の
サ
ロ
ン
は

年
３
回
、
宇
治
田
原
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
荘
」
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
主
催
は
宇
治
田
原
町
社

会
福
祉
協
議

会
で
宇
治
田

原
町
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル

と
聴
言
「
そ

ら
」
が
協
力

し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年

か
ら
聴
言

「
そ
ら
」
と
宇
治
田
原
町
が
一
緒
に

耳
の
こ
と
相
談
会
を
開
い
て
い
ま
し

た
が
、
相
談
会
を
開
く
中
で
、
聞
こ

え
に
く
い
方
々
が
集
ま
り
、
安
心
し

て
交
流
で
き
る
場
が
欲
し
い
と
い
う

声
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談

し
、
サ
ロ
ン
事
業
の
１
つ
と
し
て
実

現
し
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
に
40
回
目
を
迎
え
、
常

連
の
参
加
者
が
代
表
で
く
す
玉
を

割
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。
サ
ロ
ン

で
は
、
要
約
筆
記
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

見
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手

話
、
ふ
る
さ
と
の
手
話
歌
で
会
を
閉

め
て
い
ま
す
。
年
に
３
回
の
開
催
な

の
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
毎
月
開
い

て
ほ
し
い
」「
た
く
さ
ん
み
ん
な
と

交
流
が
し
た
い
」
と
声
が
あ
が
る

程
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

（
南
部
市
町
村
支
援
部

藤
田
ひ
と
み
・
山
口
祐
佳
）

京都 北から南まで
宇治市聴覚障害者生活支援センター

「そら」

　４月からいこいの村栗の木寮の障害者グループホーム（コスモス寮・
とくらの家）の職員として再び「村人」になりました。栗の木寮は20年
ぶりの古巣ですが、共に過ごした当時の入所者は半数になり、事業体系
も変わり、新たな気持ちで臨んでいます。
　定員13名のグループホームは６月に利用者がほぼ入られて、毎日がに
ぎやかです。
　ここは、利用者が仕事や日中活動から帰ってこられてから翌朝に元気
で出かけられるよう、夕食・朝食の調理、入浴や洗濯の支援、相談など、
利用者の生活を支える業務を夕方から朝まで担う世話人がいます。９名
の世話人は利用者にとって家族のような心強い存在になっています。
　日々、お互いに話がはずむ和やかな時間が流れており、時には聴覚障
害がある利用者や世話人による即席手話教室が開かれて皆で学びあうな
ど、いこいの村ならではの時間もあります。
　私自身、学ぶことはまだまだ多いですが、「将来は一人暮らしをした
い」「ここで生活力をつけたい」など、利用者が自身の力を発揮して各々
の思いが実現できるように、世話人と一緒に力を合わせていきます。

職 員 紹 介

いこいの村施設第一福祉部
入所支援課

勝山 貴至（入職36年目）

京都府聴覚言語障害センター
障害者支援センター「みなみかぜ」

朝と夕方の
送迎ドライバー募集！

ハイエース等が運転できる方
勤務時間 　7:30～9:30／15:45～17:45
時　　給 　1,086円
問合せ先 　TEL （0774）30-9000　FAX （0774）55-7722
　　　　　担当　池原／今西／廣瀬
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お 知 ら せ

　
最
高
裁
判
所
は
７
月
３
日
に
強
制
不
妊
の
判
決
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。

　
旧
優
生
保
護
法
は
憲
法
13
条
「
個
人
の
尊
重
」
及
び

14
条
「
法
の
下
の
平
等
」
に
違
反
、
賠
償
請
求
権
が
消

滅
す
る
除
斥
期
間
の
適
用
を
「
到
底
容
認
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
」
と
断
じ
、
原
告
が
全
面
勝
訴
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
に
出
て
い
る
穂
高
重

親
教
授
は
旧
憲
法
下
に
お
い
て
大
学
の
法
学
部
に
女
性

の
参
加
を
認
め
ま
し
た
。
事
実
上
の
女
性
差
別
に
反
対

し
、
法
の
下
に
お
け
る
平
等
の
主
張
で
す
。

　
新
憲
法
下
に
お
い
て
穂
高
教
授
は
殺
人
よ
り
も
尊
属

殺
人
（
年
上
の
親
戚
を
殺
す
）
の
重
罪
化
を
拒
否
し
ま

す
が
少
数
意
見
で
し
た
。
日
本
の
道
徳
か
ら
し
て
尊
属

殺
人
は
と
り
わ
け
重
要
な
の
で
す
が
、
後
に
尊
属
殺
人

は
否
定
さ
れ
ま
す
。

　
時
代
に
先
駆
け
た
先
進
的
意
見
を
主
張
し
な
が
ら
穂

高
教
授
は
自
ら
の
意
見
が
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
「
雨

垂
れ
が
岩
に
落
ち
て
流
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と

卑
下
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
寅
子
に
激
し
く
否
定
さ
れ
ま

す
。
実
際
は
「
点
滴
岩
を
穿
つ
」
が
正
し
い
が
穂
高
教

授
に
そ
う
言
い
切
る
に
は
謙
虚
す
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
憲
法
に
正
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
に
し
て
も
、

国
民
の
す
べ
て
が
よ
く
考
え
、
実
生
活
に
適
用
さ
れ
る

よ
う
実
践
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

コ ラ 思ム う

理
事
長

高
田
　
英
一

最
高
裁
判
決

地 域 氏　　名
京 都 市 丸尾　英壽 体重計1台
下 京 区 小畑　タバサ カーテン1組、ベッド2組

中 京 区 京都市聴覚言語障害
センター職員互助会 寄付金 604,396円

中 京 区 坂元　正子 雑貨類、布袋、文具類、車
のおもちゃ等

中 京 区 藤江　政二 寄付金 196円
中 京 区 浦野　英子 紙パット
南 区 山本　寛 ハガキ20枚
右 京 区 内藤　恵子 ハガキ20枚
伏 見 区 高橋　喜彰 ミニ引出し、小物等
宇 治 市 高田　英一 刺繍糸
宇 治 市 和田　豊美 野菜
大 阪 府 谷口　さえ子 寄付金 30,000円
― 匿名希望 和紙、着物、ハガキ20枚

法人へのご寄付　敬称略
2024年４月１日～６月30日

法人後援会
会員の状況

2024年４月１日～６月30日
までにご加入

301名 （ ）新規 24名
継続 277名

問合せ先   京都府聴覚言語障害センター
TEL（0774）30-9000　FAX（0774）55-7708

地 域 氏　　名
伏 見 区 松島　謙司 63円ハガキ　40枚

京田辺市 京田辺市聴覚障害者
協会　代表　井上稔 ハガキ　60枚

後援会へのご寄付
2024年４月１日～６月30日

栗の木寮と
たからの里の

企画や取り組みを
発信中！

2024年10月12日土　10:30～14:30
場 所   京都府聴覚言語障害センター

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク

京都府聴覚言語障害センター
開放日 2024 入場無料

今年
もじょうりんちゃんが
来てくれます！

● 地元のお店や障害者施設の軽食やスイーツ出店
予定

● スタンプラリー・手話教室、こども向き企画も
あります
みなさんお誘い合わせの上、お越しください

法人後援会
総会開催

2024年度

日 時  2024年８月24日（土）
11:00～12:00

場 所　 京都府聴覚言語障害センター
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https://www.kyoto-chogen.or.jp/詳しくは各事業所、またはホームページで

社会福祉法人
京都聴覚言語障害者福祉協会
法人事業本部 TEL（直通）（0774）30‒9003
京都府聴覚言語障害センター
TEL（0774）30‒9000㈹ FAX（0774）55‒7708

いこいの村聴覚言語障害センター
TEL（0773）46‒0101㈹　 FAX（0773）46‒0610

京都市聴覚言語障害センター
TEL（075）841‒8336㈹　 FAX（075）841‒8311

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら


